
鶏　肉　情　勢 更新 全農チキンフーズ㈱

１．国内 (1)

生産状況 単位：千羽、千トン、％

数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比 数量 前年比

入雛羽数 56,252 100.4% 643,009 101.7% 63,827 102.5% 60,213 97.8% 57,311 103.9%

(2) 処理羽数 55,830 101.5% 606,838 101.5% 63,397 100.5% 54,373 100.2% 54,699 105.7%

処理重量 168.1 103.5% 1,798.6 102.1% 186.9 100.8% 159.5 100.4% 160.3 105.4%

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]

輸入動向 単位：千トン、％

２．輸入 (1) 鶏肉 調製品 合計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 鶏肉 調製品

47.1 38.2 123.2 33.4 34.6 96.5 80.5 72.8 110.6 58.6 41.4

50.0 45.3 110.3 34.2 33.4 102.4 84.2 78.7 107.0 59.4 40.6

57.2 47.5 120.4 39.0 36.1 108.1 96.2 83.6 115.1 59.5 40.5

(2) 39.0 41.8 93.4 37.1 34.9 106.2 76.1 76.7 99.2 51.3 48.7

487.8 433.1 112.6 368.4 375.1 98.2 856.2 808.2 105.9 57.0 43.0

※参考資料：全国食鳥新聞発行「PＭＮ]、全国食鳥新聞

１．家計消費 (1) 消費動向 単位：グラム、円、％ 相場（年別・暦年） 単位：円

もも肉 むね肉 計

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 H22年 618 229 847

1,293 1,315 98.3 1,228 1,199 102.4 H23年 642 264 906

２．量販・卸 (1) 1,376 1,330 103.5 1,298 1,248 104.0 H24年 563 189 752

1,391 1,305 106.6 1,330 1,277 104.2 H25年 583 246 829

1,280 1,263 101.3 1,239 1,174 105.5 H26年 626 294 920

(1) ※参考資料：総務省統計局HP

在庫状況 単位：千トン、％

１．27年10月 (1)

当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

19.5 18.0 108.4 104.5 99.8 104.7 124.0 117.8 105.2

２．見通し (1) 18.5 19.1 96.9 110.6 98.5 112.2 129.1 117.6 109.7

18.8 18.6 101.5 112.7 104.5 107.8 131.5 123.1 106.9

19.6 17.9 109.6 121.6 104.8 116.0 141.1 122.7 115.0

(2) ※実績参考資料：畜産日報、農畜産業振興機構

相場（月別） 単位：円、％

品名 もも肉 むね肉 正肉合計

１．12月動向 (1) 履歴 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比 当年 前年 前年比

H27年9月 620 590 105.1 344 311 110.6 964 901 107.0

H27年10月 648 614 105.5 345 325 106.2 993 939 105.8

２．1月見通 (1) H27年11月 657 629 104.5 336 327 102.8 993 956 103.9

H27年12月 676 665 101.7 314 326 96.3 990 991 99.9 ※（）は見通し

H28年1月 (670) 670 100.0 (290) 328 88.4 (960) 998 96.2

H28年2月 (650) 651 99.8 (280) 331 84.6 (930) 982 94.7

639 626 102.1 336 294 114.3 975 920 106.0
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３．業務・
　　加工筋

年が明けても寒くならず、鶏肉需要は回復の気配が見えない。暖冬が続いていること
から、鍋物以外で鶏肉を使うメニューの提案や、調理済み商品等により売り場を確保す
ることが必要となっている。

タイ産むね肉の輸入が止まらず、国産むね肉の需要は一気に落ち込んでいる。生鮮
むね肉の相場も年末一気に落ち込んだことから、冷凍品の販売価格も下落が続いるよ
うで、年末年始に抱えたむね肉在庫は越年を見据えているところもあるようだ。
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1月に入っても暖冬が続き、鍋物需要も高まらず鶏肉は軟調に推移している。
もも肉は、気温の高さから盛り上がりに欠ける展開となっており、月平均670円/ｋｇと弱
保合いでの推移になるものと思われる。
むね肉は、量販店需要がもも肉に集まることや、加工仕向けの需要も落ち着いているこ
とから弱含みでの推移となり、月平均290円/ｋｇ程度になるものと思われる。
また、むね肉相場はタイからの輸入が続くことから、今後も低調な推移が予測される。

輸入品は、むね肉を中心としたタイからの輸入も定番化し、一定量が輸入されている。
12月以降はやや輸入数量が減少となる見込みだが、年内の輸入品在庫は増加傾向
が続くと見込まれ、年末年始には量販店の需要が国産に集中することから、輸入品在
庫は引き続き高水準で推移するものと思われる。

国産在庫は、依然低水準の在庫数量で推移しているが、前月に続き前年を上回った。
年末に向け、冷凍もも肉等の在庫が積み増しされており、11月も国産在庫は増加傾向
が続くものと思われる。

平成27年10月の推定期末国内在庫数量は、国産が19.6千トンと在庫は増加し、前年
比でも増加となった。輸入品在庫は121.6千トンと、年末を控えた輸入量増加にともな
い輸入品在庫も増加傾向が続いている。

輸入鶏肉の平成27年11月通関実績は、39.0千トン（前年比93.4％）と前年を大きく下
回った。最大の輸入先であるブラジルからの輸入数量が、前年を大きく下回った（29.4
千トン、86.3％）ことが、輸入数量減少の大きな要因となった。
通年では前年を1割以上上回る輸入量であるが、国内在庫も潤沢、相場も崩れて来て
いること等から輸入にストップが掛かったものと思われる。しかし、中国の景気後退や、
現物価格安等を背景に、今後も輸入が減らない可能性は大いにある。

鶏肉調製品は、平成27年11月通関実績が37.1千トン（前年比106.2％）と前年を上回っ
た。タイ産の加工品が大きく増加（前年比124.3％）し、中国産は減少（前年比88.0％）
する状態が続いており、年末を控えてさらに調製品の仕入も増加することが予測される
が、通年で前年の数量を下回る可能性が高くなった。

平成27年11月単月の実績は、推計で入雛羽数が前年比100.4％、処理羽数で前年比
101.5％、処理重量で前年比103.5%とすべての項目で前年を上回った。
暖冬のため、ほとんどの産地で育成が良くなっており、羽数も増加して体重も伸びてい
る。このため、一部産地では生鮮もも肉単品でのスポット出荷もあり、緩んだ需要と相
俟って在庫過多の産地もあったようだ。

12月～28年2月の計画でも、1月の入雛羽数が前年を下回る以外、前年を上回る計画
となっており、特に2月の計画では閏年ということもあり、前年を大きく上回る計画が見込
まれている。
年末はやや冷え込んだが暖冬傾向は続くようで、生産は順調な見込であることから、鍋
物消費の不振等で鶏肉需要の落ち込みも考えられ、供給過多となることも予想される。

総務省家計調査による平成27年11月の全国一世帯当たりの鶏肉消費量は1,391㌘
（前年比106.6％）、金額では1,330円（前年比104.2％）と前年を上回った。
数量は、国産鶏肉の供給は十分でなかったものの、鶏肉需要は引き続き好調を維持
し、3カ月ぶりに前年を上回った。金額は、全国的に鶏肉の小売価格が上向いているこ
とから前年を上回った。

平成27年12月の相場は、もも肉676円/ｋｇ、むね肉314円/ｋｇと、前月比でもも肉が19
円/ｋｇ上げ、むね肉は22円/ｋｇ下げ合計では3円/ｋｇの下げとなった。もも肉は、気温
の下げに伴う形で上げ傾向となったが、年末に足踏みし700円台に届かなかった。一
方、むね肉はもも肉に需要が集中したことで荷余り傾向となり、年末に大きく下げた。


